
今、ふれあいの村では・・・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　昨シーズンのセミは１０月４日にミンミンゼミの声を聞いたの

が最後でした。 今年はいつまでその声を聞かせてくれるので

しょうか。 そんなことを思いながら村内を歩いてみました。◆セ

ンニンソウが咲いていました。 漢字では 「仙人草」 と書き、

花が終わって種になるころに、 字のとおり仙人のひげのよ

うなふわふわとした羽毛状の毛が目立ちます。 葉や茎には

毒があるようですが、 根は漢方に用いられるそうです。◆村

内の街灯にハチの巣がありました。 キアシナガバチの巣です。

アシナガバチとしては最大規模にまで大きく立派な巣になっ

ていました。◆葉っぱの上で休んでいたのはアカボシゴマダラ

です。 この蝶は日本では元々奄美大島にしか生息しておら

ず、 関東で見られるのは中国から持ち込まれた個体だそう

です。 特定外来生物にも指定されています。◆クヌギの樹液

を求めてクワガタやカブトムシ、 ハチ、 チョウ、 カナブンが競

い合っていました。クワガタやカブトムシが日中に樹液を吸い

に来ることは珍しいです。 夜に雨が降っていた、樹液の量が

少なく夜に吸う事が出来なかった等の要因が考えられます。
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アカボシゴマダラ ツクツクボウシ ノコギリクワガタとスミナガシ カブトムシ♀とカナブン

センニンソウ ツルボ

キアシナガバチの巣 ウド

　９月　自然のたより
サルスベリ
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★フィールドワーク★
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野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】
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※お問合せ・申込みは、足柄ふれあいの村へ電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。
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　ある日の午後、 広場に出てみると沢山のトンボが飛んでい

ることに気が付きました。セミの声はまだまだ聞こえていますが、

少し秋が近づいた気がします。◆交尾中のシオカラトンボを発

見しました。 黄色がメス、 水色がオスです。 未熟時の体色は

変わらないのですが、 老熟するにつれオスは青みがかってきま

す。 産卵中はオスがメスの警護をし、他のオスが近づかないよ

うにメスを守ります。◆原っぱでは沢山のバッタが飛び跳ねます。

クルマバッタモドキの姿がありました。 背中の盛り上がりがなく

「Ｘ」 に見える模様があることがクルマバッタとの違いです。モド

キですがクルマバッタよりも頻繁に見られます。 緑色は草の中、

褐色型は土の上に移動するとどこに行ったのかわからなくなりま

す。 跳んだあとの着地点を見ておくことが重要です。◆ショウリョ

ウバッタはオスとメスの違いが一目瞭然です。メスは体が大きく

９cm程にもなり、日本のバッタ類の中では最大です。オスは５cm

程で、 跳ぶときにチキチキという音を発するのが特徴です。 こ

の音から 「チキチキバッタ」 とも言われるそうです。

ふれあいの村周辺の畑で旬の野菜を収穫し、野外炊事で素敵なランチ

を作ります。自分の手で採った野菜はとても美味しいこと間違いなし。

 実  施  日）１１月６日 (土)　　【日帰り】　
 会　　場）足柄ふれあいの村とその周辺
 対 象）　家族・親子

 定 員） ３５人
 参  加  費）  中学生以上　　　　　　１,２００円
　　　　　３歳以上～小学生　　 　９００円　
申込期間）  ９月５日 (日) ～１０月１日 (金)

「Ｍｏrｉ・キッチン③」のご案内

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。
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★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：１０月３日（日）

※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは電話などでお気軽にどうぞ。

10:00～ 12:00 《自然観察会》　秋の森のいろいろなキノコさがし (参加費無料）

13:00～ 15:00《クラフト教室》自然材でつくるオリジナル “フォトフレーム”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (材料費等１００円）

ミヤマアカネ シオカラトンボ

オオカマキリ幼虫

クルマバッタモドキ緑色型 ショウリョウバッタ♀

オンブバッタ

クルマバッタモドキ褐色型 ショウリョウバッタ♂


